
No.75
R５

年
5.８

発
行

議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町

通
年
議
会
　
第
10
〜
12
回
会
議

一
般
会
計
当
初
予
算
……
…
…
…
…
…
…
…
…

2
〜
7P

新
議
長
選
出
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9P

一
般
質
問
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
〜
15P

南
稜
高
校
意
見
交
換
会
……
…
…
…
…
…
…
22
〜
23P



歳入
123億
6,281万円

歳出
123億
6,281万円

町民税
固定資産税
軽自動車税
市町村たばこ税

地方譲与税、
地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税交付金など

11億9,890万円
（9.7％）

繰入金
基金繰入金

8億4,555万円
（6.8％）

繰越金
3億円（2.4％）

諸収入
1億2,809万円（1.0％）

分担、負担金、
使用料、手数料、
財産収入、寄附金
4億5,423万円
（3.7％）

地方交付税

町債

18億6,600万円
（15.1％）

14億7,516万円
（11.9％）

5億2,896万円（4.3％）

44億1,409万円
（35.7％）

県支出金
11億5,183万円（9.3％）

国庫支出金

総務費
24億9,812万円
（20.2％）

民生費
34億4,777万円
（27.9％）

衛生費
8億2,145万円
（6.6％）

農林水産業費
10億2,336万円
（8.3％）

商工観光費
1億9,210万円（1.6％）

土木費
10億299万円（8.1％）

消防費
4億8,010万円（3.9％）

教育費
13億1,689万円（10.7％）

公債費
11億5,884万円
（9.4％）

災害復旧費
3億1,195万円（2.5％）

予備費
800万円
（0.1％）

議会費
1億123万円
（0.8％）
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123億   6,281万円

　令和５年度は町長改選の年に当たり、当初は骨格予算
です。改選後６月議会で新町長の政策的予算として
計上される見込みです。

※背景写真は建設中の第２庁舎

※万円単位未満は切り捨て
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（3）　　令和５年　５月発行

123億   6,281万円令和５年度予算可決
一般会計当初予算

前年度比増加理由の主なもの
〇第2庁舎整備費（継続費のみ）	 �����7億 7,288 万円
〇中学校校舎長寿命化事業（継続費）	���5億 4,346万円
〇旧東庁舎解体	�������������� 6,700万円
〇農業施設解体	�������������� 7,150万円
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一般会計当初予算への質疑（抜粋）

　

老
朽
危
険
空
き
家
除

去
促
進
事
業
補
助
金
は

所
有
者
が
申
請
す
る
の
か
、
そ

れ
と
も
役
場
か
ら
除
去
の
要
請

を
す
る
の
か
。

　

対
象
と
な
る
老
朽
化

し
た
建
物
の
所
有
者
か

ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

想
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
所

有
者
か
ら
の
申
請
が
な
く
て
も

危
険
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
隣

人
の
方
の
情
報
提
供
も
あ
り
得

る
の
で
、
そ
の
様
な
場
合
は
役

場
の
ほ
う
で
所
有
者
を
調
べ

こ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
す
る
。

　

第
２
庁
舎
の
使
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
カ
ッ
ト
75
％

を
認
証
す
る
ベ
ル
ス
認
証
委
託

料
に
１
３
２
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
認
証
を
受
け
る

こ
と
で
、
町
に
と
っ
て
ど
の
様

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

　
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。

　

特
定
地
域
づ
く
り
協

同
組
合
は
、
８
名
の
農

業
者
の
組
合
で
の
立
ち
上
げ
で

企
画
政
策
課
の
担
当
と
な
っ
て

い
る
が
、
農
業
・
商
業
に
係
る

雇
用
対
策
事
業
な
ら
ば
農
林
振

興
課
と
商
工
観
光
課
の
連
携
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

４
月
１
日
か
ら
の
稼

働
で
あ
る
の
で
、
組
合

員
も
徐
々
に
増
え
て
く
る
と

思
う
。
課
の
連
携
に
つ
い
て

も
こ
れ
か
ら
準
備
に
入
っ
て
い

き
た
い
。

　

く
ま
川
鉄
道
と
バ
ス

路
線
に
補
助
金
を
出
し

な
が
ら
東
西
に
走
る
公
共
交
通

機
関
を
維
持
し
て
い
る
が
、
将

来
の
運
行
に
つ
い
て
郡
内
首
長

の
考
え
方
は
協
議
さ
れ
て
い
る

の
か
。　

令
和
４
年
の
当
初
の
頃

バ
ス
と
鉄
道
の
ど
ち
ら
か

一
つ
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
と
い
う
議
論
は
、
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

企
業
の
農
業
参
入
の

状
況
は
。

　

21
法
人
の
登
録
が
あ

り
経
営
面
積
は
自
作
地

28
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
借
入
地

が
１
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合
計

１
４
３
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
耕

地
面
積
の
約
５
％
に
当
た
る
。

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
農

業
体
験
ラ
ボ
は
ど
の
よ

う
な
農
業
指
導
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
Ｊ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
方
２

名
に
よ
り
、
全
生
徒
を

対
象
に
ミ
ニ
カ
ボ
チ
ャ
、
コ
ス

モ
ス
、
ヒ
マ
ワ
リ
等
の
作
付
け

を
し
た
り
Ｊ
Ａ
か
ら
講
師
を
招

き
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
」

等
も
行
っ
た
。

総務建設経済常任委員会所管課分
（総務課・会計課・企画政策課・農業委員会・農林振興課・商工観光課・建設課・上下水道課・財政課）

問答

問答

問答

問答

問答

問答



（5）　　令和５年　５月発行

問

答

問

問 答 問答

答 問

答問答

問答

厚生文教常任委員会所管課分
（税務課・町民課・生活福祉課・高齢福祉課・健康推進課・教育課）

　
生
ご
み
の
処
理
委
託
料
に

つ
い
て
、
有
機
セ
ン
タ
ー
で

は
、
原
材
料
が
不
足
し
て
い
る
と
も

聞
く
が
、
将
来
的
に
、
町
内
全
域
へ

運
搬
回
収
を
広
げ
る
考
え
は
。

　
負
担
金
、
収
集
運
搬
、
処

理
量
に
比
べ
て
事
業
効
果
が

出
て
い
な
い
た
め
に
、
全
域
に
広

げ
る
と
負
担
金
と
収
集
運
搬
処
理

の
差
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

農
地
を
お
持
ち
の
方
は
自
家
処
理

等
で
対
応
頂
き
た
い
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

公
立
多
良
木
病
院
へ
の
乗
り

入
れ
は
須
恵
地
区
と
岡
原
地
区
の
み

で
あ
る
が
現
在
の
利
用
状
況
は
。

今
後
全
地
区
へ
広
げ
る
考
え
は
。

　
令
和
４
年
度
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
集
計
で
、
乗
車
人

数
は
全
体
で
７
，
５
６
７
名
、
う

ち
公
立
多
良
木
病
院
へ
の
乗
り
入

れ
は
、
須
恵
地
区
60
名
、
岡
原
地

区
１
１
５
名
。
多
良
木
公
立
病
院

へ
の
乗
り
入
れ
が
で
き
る
地
区
と

し
て
は
、
公
共
交
通
機
関
の
バ
ス

や
列
車
等
が
、
そ
の
地
区
を
通
っ

て
い
な
い
こ
と
が
条
件
で
許
可
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
収
束
後
の

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
。

　
12
月
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
現
在
の
利
用
者
数
は

５
，
２
５
３
名
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

は
８
，
８
３
２
名
。
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
頂
い
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
実
験
的
に

今
後
活
用
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
け
れ
ば
と
思
う
。

　

敬
老
祝
い
金
は
、
平
成

24
年
度
ま
で
は
敬
老
年
金

と
い
う
形
で
支
給
さ
れ
て
い
た
。

変
更
後
10
年
が
経
ち
、
ま
た
金
額

や
該
当
の
年
齢
は
各
町
村
で
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
る
が
、
今
後
見
直
し
の

考
え
は
。

　
敬
老
祝
い
金
は
80
歳
、
90

歳
、
１
０
０
歳
の
方
を
対
象

と
し
て
い
る
。
各
町
村
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
は
平
均

的
。
今
後
、
高
齢
者
の
方
々
の
声

を
聴
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

自
殺
対
策
補
助
金
に
つ

い
て
町
の
対
策
事
業
は
。

　
心
の
相
談
会
を
毎
月
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
講
座
も
実
施
し

て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
２
年
度
に

分
け
て
心
の
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
も

行
っ
て
い
る
。

　
英
検
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
補
助

金
は
、
中
学
３
年
生
が
対

象
だ
と
聞
い
て
い
る
が
実
績
は
。

　
英
語
検
定
の
受
験
に
係
る

保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
補

助
対
象
と
し
て
、
１
年
か
ら
３
年

生
ま
で
令
和
３
年
度
が
１
６
６
人

４
年
度
が
１
８
０
人
、
５
年
度
は

２
３
９
人
を
予
定
し
て
い
る
。

　

給
食
費
に
つ
い
て
、
光

熱
費
や
賄
い
費
等
の
高
騰

が
あ
る
が
、
給
食
費
に
反
映
す

る
の
か
。
山
江
村
や
水
上
村
は

無
償
化
し
て
い
る
が
、
将
来
的

な
考
え
は
。

　

物
価
高
騰
に
よ
り
影
響

と
し
て
給
食
費
の
１
食
単

価
が
小
学
校
で
は
２
３
６
・
１
円

か
ら
２
６
２
・
１
２
円
、
中
学

校
で
は
２
７
７
．
９
９
円
か
ら

３
０
８
・
５
７
円
と
上
が
っ
て
い

る
。
差
額
に
関
し
て
は
、
令
和
４

年
度
は
コ
ロ
ナ
交
付
金
で
対
応
し

据
え
置
い
た
。
無
償
化
に
つ
い
て

は
近
隣
の
町
村
の
状
況
を
み
て
検

討
し
て
い
く
。
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物
価
高
騰
、
資
材

高
騰
に
対
す
る
予
算

は
想
定
し
て
あ
る
の
か
。

　

国
の
財
政
支
援
の

動
向
を
注
視
し
な
が

ら
国
の
有
利
な
財
源
を
活
用

し
て
、
必
要
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
。
国
か
ら
の
臨
時
交

付
金
等
の
支
援
が
な
い
場
合

は
一
般
財
源
で
の
手
当
も
あ

り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

　

告
知
放
送
は
町
長

自
ら
発
信
せ
ず
、
担

当
課
に
ま
か
せ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
町
民
の

声
も
あ
る
が
。

　

賛
否
両
論
あ
ろ
う

と
思
う
が
、
担
当
課

に
任
せ
る
こ
と
も
考
え
て
い

こ
う
と
思
う
。

　
令
和
２
年
豪
雨
災
害

や
昨
年
の
台
風
災
害
後

人
吉
球
磨
地
域
自
治
体
が
協

力
し
て
流
域
治
水
と
い
う
こ

と
で
取
組
み
を
実
施
し
て
い

る
が
、
令
和
５
年
予
算
に
は

具
体
的
に
計
上
さ
れ
て
い
る

の
か
。　

目
に
見
え
る
形
で
の

予
算
は
な
い
が
、
森
林

整
備
計
画
に
基
づ
き
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
や
人
工

造
林
の
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
そ

れ
に
関
連
す
る
。
ま
た
町
が

管
理
す
る
河
川
で
あ
る
準
用

河
川
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
予

算
は
５
年
度
の
予
算
に
も
計

上
し
て
い
る
。

　

公
共
施
設
に
配
置

し
て
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

夜
間
使
用
で
き
る
よ
う
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

夜
間
施
錠
さ
れ
た

状
態
で
の
使
用
は
出

来
な
い
事
と
な
っ
て
い
る
。

疑
質
括
総

　

店
舗
改
装
補
助
金

で
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
を
促
し
て
は
。

　

今
年
度
、
駅
周
辺

の
基
本
構
想
も
策
定

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
に
、
そ
の
よ

う
な
施
設
設
備
も
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
。

問答

問答

問答

問答

問答
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ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
指
定
管
理
委
託
料
が
昨
年
の
光

熱
費
高
騰
に
伴
い
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
。

　
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
指
定
管
理
委
託
料
の
光
熱
費
に
つ
い

て
は
、
積
算
額
に
対
し
10
％
増
減
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
減
と
返
礼
品
の
減
は
。

　

こ
れ
ま
で
の
12
月
時
点
の
実
績
は
前
年
度
の
約
1.5

倍
。
多
い
と
き
は
３
倍
の
寄
付
が
あ
り
、
毎
月
２
倍

の
寄
付
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
事
で
補
正
を
し
た
と
こ
ろ
、
12

月
、
１
月
が
推
計
し
た
額
よ
り
も
少
額
で
あ
っ
た
。

　
返
礼
品
の
要
望
が
多
か
っ
た
馬
刺
し
に
つ
い
て
は
、
さ
ば
く

量
が
限
ら
れ
て
お
り
、
発
送
ま
で
に
期
間
が
長
く
な
っ
た
事
も

原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

審議内容の抜粋

ＱＡ

一般会計補正予算（第11号）Ｒ４年度

歳入歳出予算の総額を 5 億 6,287 万 3 千円を減額し

136億1,549万3千円とする。
（主なもの）　※単位未満切り捨て
　　○ふるさと寄付対策費（返礼品の遅れ）
　　　　　	������������������������������������������������������ △７，４００万円
　　○地域おこし協力隊費（１名不足分）
　　　　　	��������������������������������������������������������� △１８２万円
　　○児童福祉総務費（出生祝金）
　　　　　	��������������������������������������������������������� △２２０万円
　　○こども医療助成事業費（子供医療費給付金）
　　　　　	������������������������������������������������������ △８，２１８万円
　　○多面的機能支払制度事業費（多面的機能支払交付金）
　　　　　	������������������������������������������������������ △１，８０５万円
　　○商工総務費（地域イベント等補助金）
　　　　　	��������������������������������������������������������� △７２７万円
　　○災害復旧費（くま川鉄道経営安定補助金）
　　　　　	��������������������������������������������������������� △６０８万円

ＱＡ

あさぎり町返礼品
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条 例 改 正　主なもの

・あさぎり町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
・あさぎり町個人情報保護審査会条例の制定について
　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律によ
る改正後の個人情報の保護に関する法律の施行に関し、必要な事項を
定めるため、本条例を制定するもの

・あさぎり町男女共同参画推進条例の制定について
　男女共同参画社会の実現に向けて基本理念を定め、男女共同参画の推進に関する
町の施策の基本的事項を定めるため、本条例を制定するもの

・あさぎり町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　健康保険法施行令等の一部を改正する政令により、出産育児一時金の支給額（42
万円→ 50万円）の改正が行われたため、条例の一部を改正するもの

・あさぎり町免田相撲場条例を廃止する
　条例の制定について
　免田相撲場（八幡区）は相撲場としての機能を有してい
ないため、本条例を廃止するもの

免田相撲場

川に雨水が一気に流れ込むことを防ぐ治水効果が期待される
画期的な「雨庭」

南稜高校生による雨庭の発表がありました
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３
月
定
例
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
に
ご
支
持

頂
き
、
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
身
に

余
る
光
栄
に
存
じ
る
次
第
で
す
。

　
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
を
尊

重
し
、
不
偏
不
党
、
公
平
無
私
を
旨
と
し
、
言
論
の
府
と

し
て
議
会
の
円
滑
運
営
に
専
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
２
元
代
表
制
に
お
い
て
時
代
の
要
請
に
応
え
、
効
率
的
で
分
か

り
や
す
い
議
会
運
営
を
行
い
、
多
様
な
声
を
、
政
治
が
身
近
に
な
る
議
会
の
進

化
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
努
め
て
参
り
ま
す
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
あ
さ
ぎ
り
町
議
会　
議
長　
森
岡　
勉

　
こ
の
度
、
德
永
正
道
議
長
辞
任
を
受
け
議
長
及
び
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
副
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
以
上
、
職
責
を
果
た
し
議
会
運
営
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
と
施
行
部
と
の
距
離
は
「
遠
か
ら
ず
と
も
近
か
ら
ず
」
で
す
。
議
会

は
、
２
元
代
表
制
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
町
民
か
ら
「
与
党
・
野

党
」
と
言
わ
れ
な
い
様
に
多
様
な
意
見
を
持
つ
議
員
各
自
「
是
は
是
、
非
は

非
」
の
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
町
民
か
ら
信
頼
を
得
る
議
会

の
姿
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
た
め
議
員
一
同
邁
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
議
会　
副
議
長　
溝
口　
峰
男

森岡新議長を選出

２月８日上球磨正副議長会研修「ウクライナ戦争と日本」
講師は五木村出身　国士舘大学　池田十吾名誉教授

　德永議長より３月３日付で議長辞職願が提出されたことにより、３月 14日の
本会議において、森岡勉議員を第８代あさぎり町議会議長に選出し、併せて副
議長に溝口峰男議員を選出した。

議員研修が行われました

２月17日 球磨郡議長会研修「一般質問とは何か」
講師は熊本大学　伊藤洋典教授



あさぎり町議会だより　No.75　　（10）

　（提出者）あさぎり町議会議員　岩本　恭典
　（賛成者）あさぎり町議会議員　難波　文美

　地方公共団体の議会の解散に関する特例法第２条※の規定に基づいて、あさぎり町議会を解
散するため。

提出の理由

　平成 15年に行財政の効率化を目的に 5ヶ町村が合併したが、国の三位一体の改革
により当初の見込みとは大きく異なる地方交付税（減額）の措置となった。2019 年
に発生した新型コロナ感染症、2020 年は人吉球磨地域に甚大な被害をもたらした熊
本豪雨により、本町の経済及び産業は大きく低迷し、合併当時の人口約１万8,000人が
2022 年 12 月末現在で約１万 4,500 人と減少してきた。さらに、合併特例債が 2023
年度末で発行期限を迎える中、公共施設の整備計画を進める上で、今後より一層の健
全な財政運営が求められる。町長選挙と議会議員選挙を同時に行うことは、これまで
多くのあさぎり町民から聞かれた意見であり、有権者の利便性向上と、町の経費削減
を考えたとき、我々議員が自ら自主解散をして、町長選挙と同時選挙を行うことの効
果は多大であり、このことが何よりも町民の気持ちに寄り添っていると考え解散決議
を提出する。

　令和４年度第12回会議　表決一覧表（抜粋）
議員名　

　議案・認定
小
　
谷

岩
　
本

難
　
波

加
賀
山

橋
　
本

小
　
出

徳
　
永

豊
　
永

山
　
口

永
　
井

皆
　
越

小
見
田

溝
　
口

森
　
岡

発議第12号 あさぎり町議会の解散決議について × 〇 〇 〇 〇 × ー 〇 × × × 〇 × ×

〇：賛成　×：反対

あさぎり町議会の    解散決議について

提出者の趣旨説明

※
地方公共団体の議会の解散に関する特例法
（議会の解散）
第二条　地方公共団体の議会は、当該議会の解散の議決をすることができる。
２　前項の規定による解散の議決については、議員数の 4分の 3以上の者が出席し、その 5分
の 4以上の者の同意がなければならない。
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発議
第12号

討論
・昨年12月８日の議会活性化委員会において決定した、同時選挙は今回は行わないと
したことは、重く受け止めるべき。これから議会議員になろうとする町民の芽を絶つ
ことにもなりかねない。

・議会の意思に法的拘束力があるかないかより、一度意思決定をして大きな状況の変更
がない限り、それを短期間で軽々に取り扱うべきではない。あくまでも４年間の任期
を付託されているという意思を持っている。

・今回の発議は問題提起である。経費の削減になることはもちろん、政治に対する投票
率向上のためになる。

・どの自治体も『選ばれる側』のことではなく、『選ぶ側、住民の立場』を尊重して自
主解散をしている。

「各議員は住民の代表であり、住民の意思や住民の声を代弁する立場だということを
忘れないでほしい」「今の議員に町政を任せていてよいのか不安と不信感を抱いてい
る」との住民からの言葉があるので真を問うてみるべき。

・同時選挙の費用を削減するということは、１回では少額の支出であるが、永久に続け
ていくこと自体は健全財政の運営上好ましくない。いつかは改めるべきである。

・町長選に出る候補者の考えと、町議会選に出る候補者の考えを見極めた上で、同時に
選ぶことができる。関心を持ってもらうということで、投票の支持率も向上する。投
票に関する人員削減と住民負担の軽減にもつながる。

反 
対 
討 
論

賛 

成 

討 

論

質疑
問

答

あさぎり町議会の    解散決議について
　メリットだけのチラシを各家庭に持って配布をし、今回の発議は提出者の選挙公約とい
うことだけのパフォーマンスではないか。本当にやめてもいいというような覚悟で提出を
したのか。
　町民から選ばれた代弁者及び議員として、信念を持ってこの同時選挙に対してはいろい
ろな活動を行ってきたので、パフォーマンスとは心外である。同時選挙を実現するまでは
議員として活動する。
　チラシを配付した際の住民意思、意向は。
　住民の意見としては、「同時選挙は以前からずっと言われてきたことなのにどうして行
われないのか」「同時選挙を行うためにはどうすればよいのか」「なぜしないのか」という
質問がほとんどであった。
　中間報告で同時選挙は行わないと委員会で決定したので、町民が納得したとは到底思え
ないが。
　委員会での決定は、当然議員として尊重すべきである。しかし同時選挙の問題に関し
ては、何年も前から多くの町民から望む声が聞かれ、関心があったこと。委員会の際に
最終的に３月の本会議場で判断をしていただきたいと発言した。法的拘束がある本会議場
で、議員一人ひとり、反対賛成を堂々と示すべきである。

問
答

問

答
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全
国
的
に
加
速
し

多
様
化
し
て
い
く
高

齢
者
世
帯
の
生
活
状
況
に
対

し
て
、
見
守
り
に
つ
な
が
る

町
の
施
策
は
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
高
齢
者
世
帯
の
訪
問
調
査

活
動
や
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
体
制
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

大
分
県
別
府
市
が

独
居
高
齢
者
世
帯
に

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
器
を
設
置

普
及
し
て
い
る
が
町
で
の

事
業
は
。

　
町
で
は
２
台
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

器
を
所
有
し
て
お
り
、
徘

回
が
懸
念
さ
れ
る
高
齢
者

の
世
帯
に
１
か
月
間
試
験

的
に
貸
与
し
、
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
確
認
し

た
上
で
購
入
を
検
討
し
て

も
ら
う
。
本
体
価
格
は
約

１
７
０
０
０
円
、
年
間
使
用

料
が
６
０
０
０
円
必
要
。
合

併
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

は
、
警
備
会
社
に
委
託
し
現

在
22
軒
に
設
置
し
て
い
る
。

　

今
後
の
過
疎
化
や

地
区
の
統
廃
合
な
ど

に
伴
い
、
交
通
手
段
や
様
々

な
理
由
で
投
票
所
に
出
向
く

こ
と
の
で
き
な
い
有
権
者

が
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く

貴
重
な
１
票
を
政
治
に
投
じ

る
仕
組
み
と
し
て
『
移
動
期

日
前
投
票
所
』
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
投
票
率
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

に
近
隣
で
は
多
良
木
町
と
球
磨

村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
こ

れ
か
ら
検
討
を
し
て
い
く
。

　
小
麦
の
価
格
高
騰
を

考
慮
し
た
学
校
給
食
の

米
粉
パ
ン
導
入
状
況
は
。

　

工
場
の
製
造
都
合
に
よ

り
毎
月
１
回
、
行
事
や
メ

ニ
ュ
ー
で
対
応
で
き
な
い
場

合
を
除
き
提
供
し
て
い
る
。

　

全
国
各
地
に
昆
虫

を
養
殖
し
て
食
品
や

調
味
料
に
加
工
す
る
企
業
が

増
え
て
い
る
が
町
内
で
の
動

き
は
。

　
昨
年
11
月
か
ら
操
業
し
た

食
用
コ
オ
ロ
ギ
飼
育
事
業
所

が
あ
り
月
に
約
５
万
匹
、
50

キ
ロ
程
度
を
パ
ウ
ダ
ー
に
加

工
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ

た
ト
マ
ト
の
種
苗
を

全
国
の
小
学
校
へ
無
償
配
布

す
る
と
い
う
計
画
に
対
し

「
熊
本
の
タ
ネ
と
食
を
守
る

会
」
が
県
内
45
市
町
村
に
受

け
取
ら
な
い
よ
う
要
望
書
を

送
付
さ
れ
た
。
安
全
性
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
医
薬
品
や

食
品
を
安
易
に
人
体
に
取
り

込
む
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

町
と
し
て
の
回
答
は
。

　
受
け
取
ら
な
い
と
回
答
し

た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用

す
る
食
材
は
給
食
用
物
資
納

入
基
準
に
基
づ
き
、
遺
伝
子

組
換
え
で
な
い
物
や
地
元

産
食
材
を
優
先
調
達
し
て

い
る
。

　
小
・
中
学
校
で
の
食

育
の
取
り
組
み
と
併
せ

て
、
命
を
育
む
『
食
農
教
育
』

が
必
要
で
あ
る
。
球
磨
地
域
有

機
農
業
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

会
員
さ
ん
を
農
業
体
験
ラ
ボ
の

講
師
と
し
て
、
種
や
土
づ
く
り

な
ど
有
機
・
自
然
農
法
の
知

識
を
得
る
実
践
学
習
の
機
会

を
与
え
る
べ
き
で
は
。
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

の
活
性
化
の
た
め
に
も
人
を

呼
び
込
む
町
の
受
容
力
の
ひ

と
つ
に
な
る
の
で
は
。

　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
に
沿
う
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

有
機
農
業
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
く
と
思
う
。
町
外
か
ら
も

い
ろ
ん
な
考
え
や
知
識
経
験
、

あ
る
い
は
市
場
を
持
っ
た
方
に

来
て
頂
く
こ
と
で
あ
さ
ぎ
り
町

の
産
業
や
食
文
化
の
可
能
性
も

広
が
る
。

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から町政について質問します。
※一般質問の文章については、質問者の責任に置いてそのまま記載とします。

問高
齢
福
祉
課
長

一般質問 ４人が登壇

難
な ん ば

波　文
あ や み

美 議員

高齢者世帯の見守り施策と次世代の
「命と健康を守る」取り組みについて

問高
齢
福
祉
課
長

問総
務
課
長

問

問問

問町

長

教
育
課
長

教
育
課
長

商
工
観
光
課
長

＜注意点＞

※協力員(別府市内在住の方)を２名以上登録する必要があります。

※固定回線が必要です。

※訪問調査ののち、設置の可否を決定します。

＜特徴＞
◎ 機器のボタンを押すことによる安否確認が毎日あります。

◎ 愛ことばコールセンターからの

呼びかけや折り返しの電話に応答がない場合は、協力員へ救援を依頼します。

◎ 敷地内であれば、付属のワイヤレス機器を使用することで、コールセンターに通報できます。

＜費用等＞

※利用料については無料です。

※貸与品のため、維持管理については利用者ご自身にて行っていただきます。

【安否確認】

① ６時００分～９時００分までに【安否ボタン】を押してください。

② ①でボタンが押されなかったとき、愛ことばコールセンターより電話にて安否確認を行います。

③ ②で電話に出られない場合、登録のある協力員へ連絡し、駆けつけを依頼します。

別府市役所高齢者福祉課　℡（０９７７）２１－１４４２

①ボタンを押す

②連絡

③（救援依頼）

③１１９番通報

④（救援）

消防署

自宅

愛ことばコールセンター

(親族、知人等)協力員

協力関係

別府市在住の方

安全性が危惧される
ゲノム編集トマトが

熊本で栽培されています!!
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一般質問 ４人が登壇

　

町
で
は
中
学
生
の

農
業
体
験
ラ
ボ
や
子

ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
の
場

面
で
、
食
育
に
つ
い
て
の
副

読
本
等
の
作
成
や
学
習
支
援

は
出
来
な
い
か
。

　
命
と
健
康
を
守
る
農
と
食

の
学
び
に
つ
い
て
、
例
え
ば

日
本
人
の
米
と
味
噌
汁
の
朝

食
は
非
常
に
大
事
で
あ
る
事

な
ど
を
、
教
育
委
員
会
と
も

連
携
を
深
め
な
が
ら
学
習
支

援
の
場
で
生
か
し
て
い
き

た
い
。　

農
業
体
験
ラ
ボ
で

は
、
作
物
を
育
て
る

事
に
プ
ラ
ス
し
て
農
家
の
方

の
苦
労
や
喜
び
を
学
ぶ
良
い

機
会
だ
と
思
う
。
生
徒
の
参

加
状
況
は
。

　

参
加
人
数
は
４
７
０
人

中
学
生
全
員
が
対
象
。

　

中
学
生
の
時
に
食

に
つ
い
て
学
ぶ
良
い

き
っ
か
け
づ
く
り
に
町
は
取

り
組
ん
で
い
る
。
作
物
が
で

き
る
ま
で
に
防
虫
、
除
草
の

場
面
で
農
薬
を
使
用
す
る
こ

と
も
あ
る
が
使
用
の
注
意
点

に
つ
い
て
も
学
ぶ
良
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
は
な
い
か
。

　
生
徒
た
ち
は
指
導
員
さ
ん

か
ら
農
業
の
厳
し
さ
や
農
薬

の
残
ら
な
い
た
め
の
工
夫
の

説
明
を
受
け
て
い
る
。
今
後

は
南
稜
高
校
と
も
色
々
連
携

し
な
が
ら
一
緒
に
も
の
づ
く

り
も
で
き
た
ら
と
思
う
。

　

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系

の
除
草
剤
に
は
発
が

ん
性
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で

は
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
は
普
通
に
お
店

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ

子
ど
も
達
に
も
危
険
性
の
高

い
農
薬
が
あ
る
こ
と
や
食
べ

物
の
安
全
性
を
伝
え
る
チ
ャ

ン
ス
で
は
。

　
総
合
的
な
学
習
時
間
が
各

学
年
で
設
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
で
取
り
組
ん
で

も
ら
っ
て
い
く
。

　

町
の
子
育
て
支
援

情
報
誌
は
保
健
師
さ

ん
を
中
心
に
手
作
り
で
作
成

さ
れ
て
い
る
。
子
育
て
世
代

の
お
母
さ
ん
達
に
も
便
利
だ

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
食
育
や
食
の
安
全
性

の
項
目
を
入
れ
込
む
と
か

副
読
本
の
作
成
は
出
来
な

い
か
。

　
情
報
誌
は
制
度
の
変
更
時

に
随
時
更
新
す
る
た
め
に
副

読
部
分
を
含
め
る
の
は
難
し

い
。
副
読
本
の
必
要
性
も
含

め
て
作
成
委
員
会
で
意
見
を

い
た
だ
き
検
討
す
る
。

　

食
育
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
子
育
て
世
代
と

知
恵
を
お
持
ち
の
高
齢
者
や

働
き
世
代
と
の
関
わ
り
方
だ

と
思
う
。
今
後
子
ど
も
食
堂

の
展
開
も
出
て
く
る
と
思

う
が
。

　
学
校
教
育
・
地
域
社
会
と

の
関
わ
り
の
中
で
高
齢
者
の

方
の
食
に
対
す
る
知
識
・
技

術
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど

も
達
に
食
の
大
切
さ
や
食
事

の
作
り
方
等
を
教
え
て
い
く

事
は
大
事
。
第
三
の
子
ど
も

の
居
場
所
も
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
う
。

そ
の
他
質
問
事
項

今
後
の
光
基
盤
の
取
り
組
み

の
中
で
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
の

テ
レ
ビ
活
用
は

加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員

これからの食の安全教育

問町

長
問

農
林
振
興
課
長

問町

長
問

教
育
長

健
康
推
進
課
長

問

問町

長

30年程前に問題提起となった本
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一般質問

磨
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
は
、
１
ト
ン
１
万

３
，
０
０
０
円
で
、
一
つ
は
県

内
、
二
つ
は
県
外
の
産
廃
業

者
に
引
取
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
昨
年
決
定
し
た
「
食
料

安
全
保
障
政
策
大
綱
」
で
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
堆
肥
と
下

水
道
汚
泥
肥
料
の
使
用
量
を
倍

増
す
る
計
画
を
示
さ
れ
た
。
あ

さ
ぎ
り
町
有
機
セ
ン
タ
ー
で
の

下
水
道
汚
泥
の
肥
料
化
の
促
進

は
出
来
な
い
か
。

　

有
機
セ
ン
タ
ー
の
施
設
自

体
が
受
け
入
れ
可
能
状
況
か

を
考
慮
す
る
と
厳
し
い
。
国

の
支
援
等
の
経
緯
を
見
守
り

な
が
ら
状
況
に
応
じ
て
協
議

を
重
ね
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
県

進
出
に
お
い
て
は
県
北

の
関
連
企
業
へ
の
郡
内
の
若

者
の
流
出
も
危
惧
さ
れ
て
い

る
が
、
郡
内
、
町
内
へ
の
経

済
的
な
好
環
境
を
導
く
こ
と

が
出
来
な
い
か
。
県
と
の
協

議
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ

の
内
容
は
。

　

県
と
し
て
も
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進

出
の
影
響
を
県
内
全
体
に
波

及
さ
せ
た
い
と
い
う
目
的
が

あ
る
。
管
内
で
も
人
吉
球
磨

仕
事
創
生
連
絡
協
議
会
で
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に
関
連
す
る
情

報
収
集
、
交
換
に
努
め
て
い

る
。
現
在
ま
で
関
連
企
業
か

ら
の
問
合
せ
は
管
内
の
ど
の

自
治
体
に
お
い
て
も
ゼ
ロ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
後
の
資
源
循
環
の

取
り
組
み
と
し
て
堆
肥
の
散

布
は
約
73
％
で
あ
る
。
残
り

は
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ

ス
と
か
の
牧
草
の
作
付
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
取

り
組
み
以
外
の
農
家
も
堆
肥

も
入
れ
て
お
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
地
力
の
維
持
に
つ
い

て
は
堆
肥
を
は
じ
め
肥

料
の
施
用
と
な
る
が
肥
料
価
格

高
騰
を
受
け
地
域
資
源
で
あ

る
下
水
汚
泥
の
活
用
策
は
。

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
の

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
「
新
大
地
」
と
い

う
名
称
の
肥
料
を
15
㎏
入

り
１
袋
１
０
０
円
、
年
間

１
万
２
，
０
０
０
袋
販
売
し

て
お
り
、
肥
料
価
格
高
騰
を

受
け
予
約
か
ら
３
ヶ
月
待
ち

と
の
好
況
ぶ
り
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
も
含
ん

だ
下
水
道
の
汚
泥
を
処
理
す

る
熊
本
県
下
水
道
公
社
「
球

　
農
業
生
産
資
材
の
高

騰
も
長
び
き
、
コ
ス

ト
上
昇
分
を
農
産
物
価
格
に

転
嫁
で
き
ず
、
き
び
し
い
経

営
に
直
面
さ
れ
て
い
る
作
目

も
あ
る
。
令
和
３
年
産
米
生

産
費
も
農
林
水
産
統
計
に
よ

れ
ば
60
㎏
当
た
り
全
算
入
生

産
費
は
１
万
４
，
７
５
８
円

で
あ
り
、
令
和
４
年
産
は
資

材
等
の
高
騰
で
そ
れ
以
上
生

産
費
が
上
が
っ
て
い
る
事
が

予
想
さ
れ
る
。
米
の
概
算
金

は
60
㎏
約
１
万
円
で
あ
り
清

算
金
を
加
え
て
も
全
算
入
費

を
賄
え
な
い
状
況
で
あ
り
普

通
作
米
か
ら
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
飼
料

用
稲
）
に
作
付
け
が
変
わ
っ

て
い
く
の
も
不
思
議
で
は
な

い
。
従
来
の
米
作
り
で
は
藁

は
土
に
返
し
て
土
作
り
を
し

て
い
た
が
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
場
合

は
、
全
て
持
ち
出
さ
れ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
耕
畜
連
携

を
行
っ
て
地
力
の
維
持
を

図
っ
て
い
る
が
、
有
機
物
の

施
用
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

問

小
こ み た

見田　和
かずゆき

行 議員

持続可能な農業のための
地域資源である下水汚泥の

活用策について

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
県
進
出

に
お
け
る
経
済
波
及
効
果

の
町
内
誘
致
策
に
つ
い
て

農
林
振
興
課
長

農
林
振
興
課
長

問

問商
工
観
光
課
長

ＰＫ有機
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一般質問

体
で
の
使
用
料
で
対
応
し
て

い
る
。　

地
区
の
公
民
分
館

で
実
施
さ
れ
て
い
る

サ
ロ
ン
・
百
歳
体
操
の
実
施

状
況
は
。

　
サ
ロ
ン
61
ヶ
所
48
行
政
区
と

い
き
い
き
体
操
34
地
区
。

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
５
０
０

円
の
還
元
は
。

　

令
和
３
年
度
１
，
３
０
０

枚
の
交
換
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金

で
、
若
っ
か
も
ん
健

診
・
健
康
政
策
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
事
業
へ
の
充
当
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
割
を
占
め

て
い
る
か
。

　

若
っ
か
も
ん
健
診
事
業

へ
98
・
７
％
、
健
幸
政
策

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
事
業

へ
98
・
８
％
を
充
当
し
て

い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も

健
康
の
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
軸
と
な

る
取
り
組
み
を
掲
げ
、
実
施

し
て
い
る
が
、
大
分
県
で
は

健
康
寿
命
日
本
一
を
目
標
に

掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
い
、
健
康
寿
命
を
大

き
く
伸
ば
す
こ
と
に
成
功
し

た
事
例
が
、
「
テ
レ
ビ
・
今

日
の
健
康
」
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
が
、
熊
本
県
・
あ
さ
ぎ

り
町
の
健
康
寿
命
は
。

　

熊
本
県
で
は
男
性
が

72
・
24
歳
で
全
国
37
位

女
性
が
75
・
59
歳
で
全
国

24
位
。

　

ま
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
は
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
男
性
が

80
・
４
歳
、
女
性
が
83
・
１

歳
。

　
40
歳
以
上
の
人
の
医

療
費
で
は
高
血
圧
が
１

位
、
糖
尿
病
が
２
位
と
な
っ
て

い
る
。
人
工
透
析
さ
れ
て
お
ら

れ
る
人
は
何
名
か
。

　

更
生
医
療
と
し
て
受
付
し

認
定
を
し
て
い
る
の
が
、
現

在
48
名
の
方
。

　
40
歳
以
下
の
人
の
運

動
不
足
、
令
和
３
年

度
23
・
１
％
。
令
和
５
年
度

40
％
の
目
標
。
今
後
の
取
り

組
み
は
。

　

運
動
教
室
の
増
設
や
環
境

整
備
。
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
の
利

用
・
歩
数
ア
プ
リ
を
利
用
し

て
、
運
動
習
慣
の
な
い
人
に

向
け
た
身
体
活
動
運
動
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
を

検
討
し
実
施
を
目
指
す
。

　
体
協
加
入
状
況
は
。

　
令
和
４
年
度
７
５
６
名
。

　
運
動
教
室
に
参
加
し

て
の
結
果
が
、
体
力
年

齢
の
若
返
り
、
高
血
圧
の
改

善
、
体
力
の
向
上
、
肥
満
の

改
善
が
見
ら
れ
た
と
い
う
事

だ
が
、
今
後
の
計
画
は
。

　

令
和
５
年
度
健
幸
運
動
教

室
１
０
０
名
を
募
集
予
定
。

　
今
後
の
方
策
は
。

　

会
場
を
２
ヶ
所
に
増
設
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
参
加
し
た
く
て
も
車

の
運
転
が
で
き
な
い
人

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

交
通
手
段
に
つ
い
て
も
ど

の
よ
う
な
形
で
そ
れ
ぞ
れ
の

方
が
参
加
で
き
る
体
制
を
作

れ
る
か
検
討
す
る
。

　
自
主
的
に
健
康
づ
く

り
を
お
こ
な
っ
て
お
ら

れ
る
団
体
で
、
体
育
館
の
週

１
回
の
無
料
開
放
と
か
の
考

え
は
。

　

様
々
な
団
体
が
、
個
人
の

健
康
増
進
等
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
団

皆
みなごし

越　てる子
こ

 議員

健康な町づくりについて

問健
康
推
進
課
長

問生
活
福
祉
課
長

問健
康
推
進
課
長

問教
育
課
長

問

健
康
推
進
課
長

問健
康
推
進
課
長

問健
康
推
進
課
長

問教
育
課
長

問高
齢
福
祉
課
長

問健
康
推
進
課
長

問健
康
推
進
課
長

グラウンドゴルフの様子
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常
任
委
員
会
報
告
（
抜
粋
）

〇
１
月
17
日
（
火
）

所
管
事
務
の
調
査

●
総
務
課

①
改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
概
要
に
つ

　
い
て

②
あ
さ
ぎ
り
町
空
き
家
対
策
計
画
（
案
）

　
に
つ
い
て

　

町
内
の
空
き
家
は
６
７
４
件
、
そ
の

内
倒
壊
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
倒
壊

の
恐
れ
の
あ
る
も
の
が
46
件
あ
る
。
老

朽
化
し
て
い
る
危
険
な
空
き
家
の
除
却

を
促
進
す
る
た
め
に
、
今
年
度
中
に

「
あ
さ
ぎ
り
町
老
朽
危
険
空
き
家
等
除

却
促
進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
整

備
し
、
老
朽
空
き
家
等
の
解
体
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
住
民
の
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
。

　
国
も
特
定
空
き
家
等
の
基
本
方

針
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
件

に
関
し
て
は
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て

も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
郡
内
に
協
議
会
を
設
置
し
て
い

る
町
村
は
無
い
。
今
後
、
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
制
度
等
と
の
関
連
か
ら
商

工
観
光
課
と
も
検
討
し
た
い
。

●
農
林
振
興
課

①
施
設
園
芸
燃
油
高
騰
対
策
支
援
金
交

　
付
要
綱
に
つ
い
て

　

世
界
情
勢
の
影
響
に
よ
る
原
油
高
騰

対
策
と
し
て
、
施
設
園
芸
の
経
営
の
継

続
支
援
を
目
的
す
る
も
の
。
対
象
作
物

は
、
ト
マ
ト
、
花
卉
（
花
）
、
イ
チ

ゴ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
果
樹
で
あ
る
。

　
対
象
作
物
は
、
園
芸
作
目
に
限

定
す
る
の
か
。

　
作
目
に
よ
っ
て
は
、
国
や
県
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
作
物
も
あ
る

よ
う
な
の
で
、
現
在
そ
の
動
向
を
見
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。

●
現
地
視
察

　
議
事
の
終
了
し
た
後
に
、
農
林
振
興

課
と
建
設
課
の
案
内
の
元
、
皆
越
地
区

の
台
風
14
号
被
害
の
山
の
崩
落
個
所
と

農
業
用
用
水
取
り
入
れ
口
の
被
災
箇
所

の
視
察
、
ま
た
、
委
員
か
ら
の
要
望

で
、
井
口
川
の
堤
防
の
竹
や
ぶ
の
繁
茂

の
状
況
、
町
道
の
舗
装
の
傷
み
具
合
や

通
学
路
と
し
て
の
改
善
を
望
む
箇
所
等

を
視
察
し
た
。

〇
２
月
21
日
（
火
）

所
管
事
務
の
調
査

●
総
務
課

①
あ
さ
ぎ
り
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関

　
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
及
び
あ

　
さ
ぎ
り
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
審
査
会
の
5
人
の
委
員
の
選
任

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
開
示
請
求
の
事
案
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
選
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

●
企
画
政
策
課

①
あ
さ
ぎ
り
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
こ
の
条
例
中
の
文
言
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
社
会
情
勢
か
ら
も
十

分
に
配
慮
し
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
。

　
文
言
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
と

し
て
も
十
分
に
配
慮
し
て
い
く
。

〇
３
月
13
日
（
月
）

●
委
員
会
付
託
案
件
審
査

①
要
望
書
（
製
材
業
者
）
に
つ
い
て

　
審
査
の
結
果
：
趣
旨
採
択

②
要
望
書
（
田
頭
川
堤
防
）
に
つ
い
て

　
審
査
の
結
果
：
継
続
審
査

③
要
望
書
（
あ
さ
ぎ
り
町
飲
食
業
有
志
）

　
に
つ
い
て

　
審
査
の
結
果
：
継
続
審
査

④
要
望
書
（
町
有
地
樹
木
の
伐
採
）
に

　
つ
い
て

　
審
査
の
結
果
：
審
議
未
了
（
要
望
書

の
提
出
が
あ
っ
た
後
、
町
が
速
や
か
に

樹
木
の
伐
採
を
行
っ
た
事
で
要
望
事
項

が
達
成
さ
れ
た
た
め
）

総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

問

答問

答

答

問

答 問
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〇
12
月
８
日
（
木
）

●
あ
さ
ぎ
り
町
立
小
学
校
の
適
正
規
模

　
及
び
適
正
配
置
（
最
終
答
申
）
に
つ

　
い
て
（
教
育
課
）

　
大
規
模
改
修
を
す
る
将
来
を
見

据
え
た
と
こ
ろ
で
、
将
来
の
展

望
、
改
修
だ
け
で
は
な
く
、
利
用
の
仕

方
を
含
め
考
え
て
い
か
な
い
と
後
々
の

利
用
価
値
が
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
教
育
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
国
の

制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
視
野
に
入
れ
て
の
構
想
を
作
成
し

て
も
ら
え
れ
ば
。

　
審
議
会
で
も
、
人
口
が
減
少
し

統
合
も
や
む
な
し
と
い
う
部
分
も

あ
る
が
、
現
在
は
や
は
り
５
校
残
し
て

欲
し
い
と
い
う
答
申
に
な
っ
た
が
、
学

校
が
な
く
な
っ
て
も
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
の
活
用
方
法
を
考
え
な

が
ら
、
答
申
を
受
け
て
基
本
計
画
構
想

を
考
え
て
い
き
た
い
。

〇
１
月
19
日
（
木
）

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
10
号
）
に
つ
い
て
（
生
活
福
祉
課

　
・
健
康
推
進
課
）

　
出
産
子
育
て
応
援
給
付
金
に
つ

い
て
、
対
象
者
１
９
０
人
と
い
う

こ
と
だ
が
、
里
帰
り
出
産
を
さ
れ
る
人

の
対
応
は
。

　
里
帰
り
出
産
の
方
は
、
住
所
の

あ
る
町
村
が
対
応
し
、
伴
走
型

相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
里
帰
り
し
て

い
る
町
村
に
も
お
願
い
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
給
付
金
の
支
払
い
は

住
所
の
あ
る
市
町
村
で
行
う
。

●
あ
さ
ぎ
り
町
文
化
協
会
に
つ
い
て

　
教
育
課
よ
り
前
回
の
指
摘
事
項
を
受

け
、
教
育
委
員
会
で
ど
こ
ま
で
調
査
が

出
来
る
の
か
協
議
し
た
が
、
町
の
補
助

金
交
付
規
則
に
基
づ
き
、
文
化
協
会
に

対
し
人
件
費
、
委
託
料
の
予
算
・
決
算

の
部
分
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
。
教

育
課
で
調
査
で
き
る
の
は
こ
こ
ま
で
と

判
断
し
た
。
令
和
４
年
度
定
期
監
査

時
に
懸
案
事
項
と
し
て
報
告
し
、
補
助

金
の
交
付
に
つ
い
て
は
交
付
先
の
決
算

状
況
に
つ
い
て
も
適
切
な
助
言
を
す
る

よ
う
指
導
を
受
け
た
。
今
後
の
改
善
策

と
し
て
、
補
助
金
等
交
付
規
則
第
22
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
補
助
金
交
付
団
体
へ
の
立
入
り
調

査
を
行
い
帳
簿
書
類
に
つ
い
て
検
査
を

し
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
確
認
す
る
と

説
明
が
あ
り
質
疑
を
行
い
議
事
を
終
了

し
た
。

〇
２
月
20
日
（
月
）

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
11
号
）
に
つ
い
て
（
教
育
課
）

　
繰
越
明
許
の
具
体
的
理
由
、
給
食
費

過
誤
返
還
等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

〇
３
月
13
日
（
月
）

●
「
ウ
イ
グ
ル
等
の
人
権
問
題
に
対
し

　
国
に
調
査
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

　
お
願
い
」
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

　
前
回
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
他
自
治

体
の
採
択
な
ど
の
情
報
収
集
の
結
果
を

説
明
し
、
人
権
、
外
交
問
題
等
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
検
討
し
た
方
が
良
い
と

い
う
意
見
も
あ
り
、
今
後
も
、
こ
う
い

う
趣
旨
の
請
願
・
陳
情
等
の
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の
方
向
性
を
定

め
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
常
任
委
員
会
で
、
今
後
も
調

査
研
究
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

問答

問答
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も
の
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
数
の
増
加
に
よ

る
保
険
給
付
費
及
び
高
額
療
養
諸
費
、
健
康
診
査

実
施
件
数
の
増
加
及
び
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
の
取
り
組
み
、
市
町
村

の
増
加
に
よ
る
も
の
が
主
な
も
の
。

　
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
12
号
、
発
議
第
１

号
す
べ
て
が
、
承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
最
後

に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。

〇
２
月
28
日
（
木
）　
第
１
回
定
例
会

　

行
政
報
告
で
は
人
吉
下
球
磨
消
防
署
と
の

通
信
指
令
共
同
運
用
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

度
の
予
算
に
つ
い
て
中
嶽
組
合
長
よ
り
報
告

が
あ
っ
た
。

　
同
文
議
決
、
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約

の
一
部
変
更
の
１
件
。

　
同
組
合
の
個
人
情
報
保
護
法
施
工
条
例
の
制

定
及
び
一
部
改
正
の
３
件
。

　
同
組
合
職
員
、
定
年
制
延
長
の
関
連
整
備
一

部
改
正
及
び
廃
止
「
分
限
の
手
続
き
及
び
効

果
」
「
懲
戒
の
手
続
き
及
び
効
果
」
「
給
与
」

「
定
年
」
「
勤
務
時
間
、
休
暇
等
」
「
育
児
休

業
等
」
「
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
」
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
７
件
。

「
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
」
の
１
件
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億

９
，
６
０
０
万
円
と
す
る
。
主
な
も
の
、
歳
出

一
部
事
務
組
合
報
告

〇
２
月
６
日
（
月
）　
第
１
回
定
例
会

　
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
12
号
及
び
発
議
第

１
号
並
び
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。

　

議
案
第
９
号
、
令
和
５
年
度
の
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
６
，
４
７
８
万
２
千
円　

前
年
度
比

１
，
１
８
３
万
７
千
円
の
増
。

　
増
額
の
理
由
は
、
派
遣
職
員
給
与
等
の
増
が

主
な
も
の
。

　
議
案
第
10
号
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
，
１
２
６
億
４
５
８
万
５
千
円
で
あ
り

前
年
度
と
比
較
し
１
４
１
億
３
，
６
７
７
万
円

（
４
・
74
％
増
）
。

　

歳
入
増
の
理
由
は
、
被
保
険
者
数
が

９
，
５
６
９
人
3.3
％
増
に
よ
り
保
険
料
等
負
担

金
及
び
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
の
増
が
主
な

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

上
球
磨
消
防
組
合
議
会
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２
万
３
，
８
１
４
人
な
ど
を
目
標
と
し
て
、
損

益
３
，
２
０
６
万
２
千
円
の
純
利
益
を
見
込
ん

だ
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
３
年
間
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
公
立
多
良
木
病
院

が
当
地
域
で
果
た
す
役
割
の
重
要
性
が
改
め
て

再
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
社
会
に
お
い
て
も
、
本
年
２
月
に
策
定
さ
れ

た
球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
健
全
経
営
の
実
現
と
共
に
、
地
域

の
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
頂
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

〇
12
月
23
日
（
金
）　
第
４
回
会
議

　
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
執
行
部
補
足
説
明
を
受
け
た
後
、
質

疑
採
択
の
結
果
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
申
し
出
の
と
お
り
決

定
さ
れ
た
。

　
閉
会
後
に
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、
本
組
合

議
員
定
数
に
つ
い
て
の
協
議
が
あ
っ
た
。

〇
２
月
24
日
（
金
）　
第
１
回
会
議

　
地
方
公
務
委
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
主
な
も
の
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
資
源
有
価

物
売
払
に
係
る
雑
入
の
増
額
、
及
び
組
合
債
の

減
額
補
正
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
電
気
料
の
減

額
補
正
で
、
国
の
「
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
減
緩

和
対
策
事
業
費
補
助
金
」
に
よ
る
も
の
。

・
令
和
４
年
度
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
一
般

　
会
計
経
費
の
負
担
金
の
総
額
の
補
正
（
第
１

　
号
）
主
な
も
の
、
交
付
税
算
入
分

　
執
行
部
の
補
足
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
採

決
を
行
い
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

は
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
４
，
０
９
０
万

円
、
東
分
署
の
非
常
用
発
電
機
設
置
工
事

６
７
０
万
円
。
あ
さ
ぎ
り
町
の
負
担
金
は

２
億
８
，
３
１
９
万
円
。

　
議
案
13
件
、
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
多
良
木
町
選
出
の
猪
原
議
員

が
消
防
本
部
の
広
域
連
携
、
職
員
の
健
康
管
理

に
つ
い
て
消
防
機
器
の
管
理
と
点
検
の
状
況

交
通
事
故
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
故
防
止
対

策
の
徹
底
に
つ
い
て
執
行
部
に
考
え
を
た
だ

し
た
。

〇
３
月
３
日
（
金
）　
第
１
回
定
例
会

　
２
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
後
に
議
案

17
件
が
上
程
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
議
案
も
全
会

一
致
で
承
認
可
決
し
た
が
、
令
和
５
年
度
当
初

予
算
（
病
院
事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

及
び
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー
事
業
会
計
）
に
つ
い

て
は
、
１
日
平
均
入
院
患
者
数
１
５
３
人
や
外

来
患
者
数
４
１
０
人
、
年
間
延
べ
検
診
受
診
者

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会
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　近年の新型コロナウイルス禍で中止していた議会報告会を１月 22日（日）、３年ぶり
にポッポー館で開催した。

・放課後児童クラブ関連について経過報告及び質疑

　令和4年8月25日、執行部から「放課後児童クラブ運営の国の補助金支出に関する基準
が令和2年に改正されていたが、当町では改正していなかった。このことにより、令和3
年度の補助金支出ができなくなった」と説明があった。全員協議会及び厚生文教常任委
員会で複数回の会議を行い、県からの指導にどのように対応していくか等、調査検討を
行った。
　会議の中では、補助金返還の対象となるが議会としては学童クラブには責任はないこと
を確認した。執行部の事務的ミスであり、議会に対して令和３年度まで遡及する条例改正
案の説明があったが、条例を遡及して改正することは非常にハードルが高いので、全国の
事例を確認するよう執行部に依頼した。９月28日の本会議では令和３年度まで遡及する
条例改正案が提出されたが否決となった。コロナ禍により住民に対して一連の経過説明会
を開催できず、情報提供が不十分であった。
　10月27日に、令和4年度の補助金を支給するために令和4年4月から適用するとした条
例の一部改正案が議会発議で提出されたが、令和２年４月から適用するとした修正動議が
提出され、修正案が可決された。

　なぜ否決して学童の運営ができないようにされたのか。議会がそのチェックができ
ていない。役場、議会とともに条例に不備があれば、議会と行政がなおすのが本来の
姿だと思うが。

　チェック機能を果たせるよう、今後しっかり注意してまちづくりを進めていきたい。

　町民が望むのであれば、例外であっても条例を遡及して、改正するのはやぶさかで
はないかと思う。それが議員の仕事であり、町に対する職務の責任と思う。二度とこ
のような間違いが起こらないように、議会と町が協議をして対策を講じることが大事
だと思うが。

　議会も一生懸命考えているので、是非この辺をご理解いただきたい。

議会活性化調査特別委員会　委員長　　橋本　　誠
３年ぶりの議会報告会

【質疑】

【経過報告】

問

答

問

答

住民ら
71人の参加
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その他の議会に対する質問や意見（アンケートより）
◎議会に対する意見箱は、どこにあるのか。（50代性別なし）
◎定期的に報告会は必要。若い人や有権者の関心、意見を聞き、議会運営に取り
入れて欲しい。（60代性別なし）

◎町の予算削減のため、町長、議員同一選挙の賛成の声が多々聞かれている。
しっかりと討議してほしい。（60代性別なし）

◎報告会や議会に関心がなかったが、私の大切な一票を投じるためにも、積極的
に参加したい。（60代女）

　今後、学童がどうしていいのかも分からない状態で運営しているので、助言してい
ただけるような運営の在り方を示していただきたい。会長、保護者の話を聞きに行っ
た議員がいないと聞いている。そういった思いを聞いてくれる議員になってもらい
たい。

　我々議員が、町民の方々の負託に応えてない。これを機に役場の所管課や委員会で
保護者会も交え、今後話合いを設けて問題への取組を進めていきたい。

・遡及の問題云々よりも、町の宝をどう守っていくことのほうが大きな問題。これから
もまたそういう問題が起きたときには、ぜひ現地の調査、足を運び、よく当該者の話
を聞き、議会で相談、協議をしていただきたい。

・今回の件で１番困ったのが、補助金を返すお金がないとかではなく、明日明後日か
ら子どもをどこに預ければいいのか不安ということだった。私たちも、いろんな議会
紙が回ってくる際、ちょっと目を通したりして、知らん顔するのではなくて、興味を
持って生活できたらいいのかなと、今回の件で分かった。

・議会に対する要望

・学童保育を含めて、議会に対する皆さんの関心がかなり高まったと感じている。ずっ
と議会中継を傍聴し１番思ったのは、議会と行政と一緒にやって町民のためにやろう
というのが伝わってこない。

・討論も質問もないなら議会の存在意義がなくなる。傍聴された方々に、もっと説明を
する義務があるのではないか。

【意見】

問

答

【意見】
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意
見
交
流
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は

森
岡
議
長
様
を
は
じ
め
11
名
も
の
議
員
の
皆
様
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会

は
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
探
究
的
な
学
び

を
提
言
と
し
て
発
表
す
る
と
と
も
に
、
議
員
の
皆
様
方

と
の
意
見
交
流
を
と
お
し
て
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

地
方
行
政
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
高
校
生
が
考
え
る

今
後
の
人
吉
球
磨
」
で
、
各
学
科
の
代
表
と
な
っ
た
５

グ
ル
ー
プ
が
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
講
評
も
い
た
だ
き
、
広
い
視
野
と
先
見
性
を

持
っ
た
人
材
育
成
の
足
が
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
熊
本
県
立
南
稜
高
等
学
校

校
長
　
　
増
村
　
健
治

　

昨
年
度
か
ら
高
校
生
と
議
員
の
方
々
と
の
交
流
会
を

実
施
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
交
流
会
は
生
徒
自
ら
が
政
治

に
関
わ
る
大
き
な
一
歩
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
熊
本
県
立
南
稜
高
等
学
校
　

教
諭
　
　
野
﨑
　
　
翔

　

高
校
生
の
視
点
で
建
造
物
の
強
じ
ん
化
に
注
目
さ
れ

調
査
さ
れ
た
内
容
は
非
常
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

あ
り
、
防
災
に
つ
い
て
各
家
庭
で
の
話
し
合
い
や
情
報

共
有
が
重
要
で
あ
る
事
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
発
表
さ
れ
た
事
を
基
に
、
町
の
防
災
に
関
心
を

寄
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
担
当
議
員
　
　
難
波
　
文
美

　

今
回
私
た
ち

が
提
案
し
た
こ

と
は
、
「
建
物

や
橋
の
補
強
」

「
防
災
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
」

「
避
難
場
所
の

備
蓄
」
で
す
。

今
回
の
あ
さ
ぎ

り
町
の
議
員
の

方
々
と
の
交
流
会
は
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
の
自
分
た
ち
が
地
元
の
た
め
に
「
何
が
で
き

る
か
」
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
表
の
ポ
イ
ン
ト

・
建
物
や
橋
の
補
強

・
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

・
避
難
場
所
の
備
蓄

普通科

尾方 柚希・奥園瑠綺亜・宮本 佑美

災害が起こりにくい
　　　　地域にするには

令和４年度テーマ 高校生が考える 今後の人吉球磨

　
森
林
は
保
全
す
る
こ
と
だ
け
で
も
脱
炭
素
に
貢
献
し
て

ま
す
。
燃
料
の
自
給
率
向
上
や
、
化
石
燃
料
か
ら
の
代
替

え
と
し
て
の
未
利
用
材
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
加
工
等
、
森
林

資
源
の
活
用
は
今
後
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
未
来
へ
手
渡
す
森
林
と
自
然
環
境
が
持
続
可
能
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
高
校
生
の
皆
様
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

　
　
担
当
議
員
　
　
小
見
田
　
和
行

　

私
た
ち
は
地

域
の
森
林
に
つ

い
て
発
表
し
ま

し
た
。
高
齢
化

や
、
若
者
の
減

少
に
よ
っ
て
未

整
備
森
林
が
増

加
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
改

善
す
る
べ
き
だ

と
思
い
、
こ
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
あ
さ
ぎ

り
町
を
少
し
で
も
良
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
こ
の

問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
議
員
の
方
々
の
前
で
直
接

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

総合
農業科

井上 夢来・千代島美花・田爪 輝緒・瀬戸口海斗

人吉球磨の森林資源を
　活用した地域活性化へ

発
表
の
ポ
イ
ン
ト

・
森
林
の
状
況
を
改
善
し
た
上
で

　
森
林
資
源
を
地
域
活
性
化
へ

・
未
利
用
木
材
を
加
工
し
、
木
工
材
料
に
活
用

・
木
育
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
地
域
活
性
化

　
３
月
20
日
南
稜
高
校
に
お
い
て
昨
年
に
ひ
き

続
き
意
見
交
流
会
を
開
催
。
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発
表
の
ポ
イ
ン
ト

・
自
助
・
共
助
を
学
べ
、
楽
し
く
で
き
る

　
防
災
訓
練
の
実
施

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
み
の
認
知

　
度
を
高
め
る

総合
農業科

松永 望愛・川野 愛蘭・小島 真歩・西 彩名

自然災害から人吉球磨
　　　地域を守るために

食品
科学科

荒川 詩織・宮本 夢巴・山田 侑奈・矢立 玲奈

人吉球磨の災害への援助

生活
経営科

池田菜月菜・小見田華乃・竹田 莉奈

令和２年７月豪雨災害を
　　　通しての災害復興

発
表
の
ポ
イ
ン
ト

・
避
難
マ
ッ
プ
の
定
期
更
新

・
マ
ッ
プ
パ
ズ
ル

・
地
域
毎
の
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
・
掲
示

発
表
の
ポ
イ
ン
ト

・
災
害
復
興
の
資
金
に
つ
い
て

・
過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ

・
人
吉
災
害
復
興
活
動
に
つ
い
て

・
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

南稜高校との ڷ ॽ ৄ ᆔ ޏ
　
近
年
、
気
候
の
変
動
に
よ
り
温
暖
化
の
影
響
で
全
国
各

地
で
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
高
校
生
の

発
表
を
聞
い
て
、
防
災
に
関
す
る
意
識
の
共
有
を
ど
う
住

民
に
広
げ
て
い
く
の
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。
特
に
防
災
訓

練
に
関
し
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
遊
び
心
を
取
り
入

れ
た
楽
し
く
で
き
る
と
い
う
提
案
に
は
注
目
で
す
。

　
　
担
当
議
員
　
　
豊
永
　
喜
一

　

私
た
ち
は
水

害
に
関
す
る
提

案
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
取
り

組
み
を
行
っ

て
感
じ
た
こ
と

は
、
地
域
の
方

と
い
ざ
と
い
う

時
の
助
け
合
い

や
避
難
を
促
す
言
葉
や
励
ま
し
の
言
葉
を
掛
け
合
え
る

事
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
達
も
住
ん
で
い
る
地
域
に
向
き
合

い
、
地
域
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

パ
ズ
ル
を
使
っ
て
の
避
難
マ
ッ
プ
作
り
は
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
町
で
も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
地
元
で
働
い
て
「
共
助
」
の
観
点
か

ら
あ
さ
ぎ
り
町
の
災
害
対
策
に
寄
与
し
て
く
れ
れ
ば

と
期
待
し
ま
す
。

　
　
担
当
議
員
　
　
岩
本
　
恭
典

　

私
た
ち
は
人

吉
球
磨
の
災

害
へ
の
援
助
に

つ
い
て
調
べ
ま

し
た
。
問
題
点

は
、
災
害
が

あ
っ
た
と
き
に

地
域
か
ら
の
支

援
が
十
分
で
は

な
か
っ
た
こ
と

災
害
へ
の
対
処

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
の
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
心
の
傷
を
癒
や
す
こ
と
で
、
少

し
で
も
不
安
を
取
り
除
い
て
い
き
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
今
回
皆
さ
ん
が
こ
の
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で
く
れ
た

こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
令
和
２
年
豪
雨
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
新
た
な
課
題
に
ぶ
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
「
共
に
助
け
あ
う
」「
命
を
守
る
」
こ
と
に
つ
い
て
議

会
も
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
担
当
議
員
　
　
加
賀
山
　
瑞
津
子

　

あ
さ
ぎ
り
町

の
議
員
の
方
々

と
の
交
流
は
自

分
に
と
っ
て
成

長
で
き
る
機
会

だ
と
感
じ
ま
し

た
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
令

和
２
年
７
月
の

豪
雨
災
害
を
通

し
て
の
災
害
復
興
に
つ
い
て
調
べ
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
を
通
し
て
人
吉
市
だ
け
で
な
く
国
や
市

と
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
町
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
で
す
。



　
令
和
５
年
３
月
定
例
会
に
お

い
て
、
冒
頭
議
会
だ
よ
り
掲
載

の
と
お
り
、
議
長
・
副
議
長
新

体
制
の
も
と
、
町
民
に
寄
り
添

い
、
町
の
発
展
に
頑
張
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
心
を
新
た
に
し

た
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

リ
ス
ク
も
緩
和
さ
れ
、
社
会
参

加
で
健
幸
な
ま
ち
づ
く
り
、
そ

し
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。

（
皆
越
　
て
る
子
）

記
後
集
編

町内の方々に寄稿していただきました

　日本で一番長いトンネルの長さをご存じであろうか。
　東京首都高速の山手トンネルで18,200ｍもある。肥後トン
ネルは6,340ｍなので約3倍の長さである。ここに入ったら
出るまでスムーズに行って約20分。渋滞に遭ったなら一体ど
れくらいかかるのであろう。羽田から北関東や甲信越方面に行
くときは必ずここを通る。旅行だとガイドさんもいてワクワク
するものだが、令和３年の年明けより日本で広まってきた新型

コロナという長い長いトンネルは、３年もの月日が経ちようやく出口が見えようとして
きた。
　その間には、多くの方が亡くなり、経済も衰退、お店が無くなり、行事が無くなり
暗黒の期間であったように思う。私自身も仕事を変える
べきか考慮した時でもあった。
　しかしながら、人類（先人達）は今まで大きな壁（災
難）に遭遇しては乗り越えてきた。明治維新しかり、第
２次世界大戦敗戦しかり、関東大震災等の様々な自然災
害からも復興してきた。今度は、私たち世代が次世代へ
としっかり引き継ぐ時ではなかろうかと思う。
　還暦を目前にして、今一度夢を持ち成就することをイメー
ジして生きていこうと思っている。あの時代は良かったと振
り返ることもあるが、未来の自分へワクワク感を持ち、次世
代を担う子どもたちへと後ろ姿を見せたいと思う。

長いトンネルの先には

★お願い★ 「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。
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■表紙の写真について

３年ぶりに鳴り響く
　　　　　消防ラッパ

　このコーナーは町民の皆さまから議会に対す
る事や町への要望を寄稿していただき、作成し
ています。議員が依頼に伺った際は、ご協力を
お願いいたします。

須恵地区（覚井） 久保田　浩さん
く　ぼ　た ひろし

明るい未来への希望の光

出口の先には夢がある


